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                          平成１８年１２月 

                          福島県生活環境部 

 

１ 水質環境基準の法的根拠等 

（１）水質汚濁に係る環境基準について 

環境基本法第１６条第１項による水質の汚濁に係る環境上の条件について、人の健

康を保護し、及び生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準として、「人

の健康の保護に関する環境基準」と「生活環境の保全に関する環境基準」が定められ

ている。（参考資料１－１） 

平成１５年１１月に「水生生物の保全に係る水質環境基準」（以下「水生生物保全環

境基準」という。）が新たに「生活環境の保全に関する環境基準」として位置付けられ、

類型ごとに基準が定められた。（河川に関する基準は次表のとおり。） 

 

表  河川に関する水生生物の保全に係る水質環境基準 

基準値 項目 

類型 
水生生物の生息状況の適応性 

全亜鉛 
該当水域 

生物Ａ 

 

イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生

生物及びこれらの餌生物が生息する水域 

0.03mg/l以下 

生物特Ａ 

 

生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水

生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育

場として特に保全が必要な水域 

0.03mg/l 以下 

生物Ｂ 

 

コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及

びこれらの餌生物が生息する水域 

0.03mg/l 以下 

生物特Ｂ 生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に掲げる水

生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育

場として特に保全が必要な水域 

0.03mg/l 以下 

第１の2の

(2)※により

水域類型ご

とに指定す

る水域 

 

  ※「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和４６年環境庁告示第５９号）の第１の 2の(2)を示す。 

 

（２）環境基準の類型当てはめの権限について 

   環境基準の類型を当てはめる水域の指定（以下「類型指定」という。）については、

環境基本法第１６条第２項により、政令により国が指定する水域以外の水域について

は、当該水域が所属する区域を管轄する都道府県知事が指定することとされている。

（参考資料１－１） 

久慈川等に係る水生生物の保全に係る水質環境基準の 
水域類型指定について 

資料１－２ 
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（３）水生生物保全環境基準の類型指定の基本的事項について 

   類型指定は、平成１８年６月に一部改正された「環境基本法に基づく水質環境基準

の類型指定及び水質汚濁防止法に基づく常時監視等の処理基準」（以下「処理基準」と

いう。）に基づき行うこととされている。（参考資料１－２） 

   この中で、類型指定を行うために必要な情報の把握については、下記ア～オの項目

について行うこととされている。 

   ア 水質の状況 

   イ 水温の状況 

   ウ 水域の構造等の状況 

   エ 魚介類の生息の状況（下表の分類に従い分類を行う。） 

   オ 産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報 

 

表 主な魚介類の淡水域における水域区分の分類 
その他

主な種類（和名）

分類1 分類2 分類1 分類2 分類１
アマゴ・サツキマス アマゴ、サツキマス ウグイ － アユ

ヤマメ・サクラマス ヤマメ、サクラマス シラウオ － ワカサギ

イワナ・アメマス イワナ（エゾイワナを含 オイカワ －

む）、アメマス フナ類 ギンブナ、ゲンゴロウブ

サケ（シロザケ） － ナ、その他キンブナ、

ニジマス － オオキンブナ等

ヒメマス・ベニザケ ヒメマス、ベニザケ コイ －

カジカ － ドジョウ －

ナマズ －

回遊性ヨシノボリ類 トウヨシノボリ、シマヨシ

ノボリ、クロヨシノボリ、

オオヨシノボリ、ルリヨシ

ノボリ等

ウナギ －

ボラ －

スジエビ －

テナガエビ －

ヒラテテナガエビ －

ミナミテナガエビ －

ヌカエビ －

モクズガニ －

マシジミ －

ヤマトシジミ －

　出典：「水生生物の保全に係る環境基準の類型指定について」(平成18年6月30日付け環境省水・大気環境局
           (水環境課長通知)より作成

生物Ｂ

主な種類（和名）

その他
の生物

生物Ａ

主な種類（和名）

魚類

分類

 
 

２ 水生生物保全環境基準の類型指定を予定している水域（河川） 

  類型指定を予定している水域（河川）は久慈川等１５河川で次のとおりである。   

久慈川、小泉川、宇多川、真野川、新田川、請戸川、高瀬川、木戸川、浅見川、 

夏井川、仁井田川、好間川、藤原川、鮫川、蛭田川 

 



※網かけ部分は0.03mg/Lを超過。

松岡橋 0.011 0.004 0.002 0.003 0.005 0.002 0.006 0.003 0.002 0.003
高地原橋 0.008 0.003 0.002 0.001 0.004 0.003 0.002 0.005 0.004 0.004

川上川（久慈川合流前） 0.002 0.003 ＜0.001 0.002 0.002 0.003 0.005 0.001 0.003 0.003
小泉橋より上流 小泉橋 0.009 0.003 0.003 0.003 0.005 0.005 0.003 0.002 0.005 0.004
小泉橋より下流 百間橋 0.004 0.012 0.004 0.009 0.007 0.001 0.009 0.005 0.010 0.006
清水橋より上流 掘坂橋 0.005 0.003 ＜0.001 0.005 0.004 0.001 0.002 ＜0.001 ＜0.001 0.001
清水橋より下流 百間橋 0.005 0.006 0.010 0.005 0.007 0.001 0.004 ＜0.001 0.005 0.003
桜田橋より上流 落合橋 0.008 0.005 0.002 0.002 0.004 0.003 0.003 0.001 ＜0.001 0.002
桜田橋より下流 真島橋 0.002 0.005 0.003 0.004 0.004 0.001 0.004 0.007 0.003 0.004
新田橋より上流 木戸内橋 0.004 0.002 0.002 0.002 0.003 0.003 0.006 ＜0.001 ＜0.001 0.003
新田橋より下流 鮭川橋 0.006 0.004 0.002 0.003 0.004 0.003 0.002 0.002 0.003 0.003

室原橋 0.004 0.004 0.003 0.002 0.003 0.003 0.001 0.001 0.001 0.002
請戸橋 0.005 0.003 0.002 0.002 0.003 0.003 0.001 ＜0.001 0.002 0.002

高瀬川 全域 慶応橋 0.005 0.002 0.002 0.004 0.003 0.002 0.001 ＜0.001 0.001 0.001
西山橋 0.006 0.003 0.003 0.001 0.003 0.003 0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.002
長瀞橋 0.005 0.008 0.001 0.005 0.005 0.006 0.001 0.006 0.002 0.004

木戸川橋 0.004 0.002 0.003 0.008 0.004 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
広野町水道取水点上流 0.005 0.002 0.001 ＜0.001 0.002 0.004 0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.002

坊田橋 0.005 0.005 0.001 0.001 0.003 0.002 0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.001
北ノ内橋 0.005 0.003 0.002 0.001 0.003 0.004 0.003 ＜0.001 0.003 0.003
久太夫橋 ＜0.001 0.005 0.003 ＜0.001 0.003 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.001 0.001
六十枚橋 0.003 0.011 0.002 ＜0.001 0.003 ＜0.001 0.004 0.003 ＜0.001 0.002

新川（古川橋） 0.022 0.004 0.011 0.015 0.013 0.006 0.001 0.012 0.011 0.008
新川（一之矢橋） ＜0.001 0.003 0.012 0.010 0.007 0.011 0.004 0.002 0.006 0.006

霞田橋 ＜0.001 0.007 0.002 0.003 0.003 0.008 ＜0.001 ＜0.001 0.003 0.003
松葉橋 ＜0.001 0.006 0.003 ＜0.001 0.003 0.003 0.002 0.014 ＜0.001 0.005

町田橋より上流 岩穴つり橋 ＜0.001 ＜0.001 0.002 0.003 0.002 0.002 0.002 0.003 ＜0.001 0.002
町田橋より下流 夏井川合流前 ＜0.001 0.004 0.004 0.008 0.004 0.005 0.001 0.003 0.001 0.003

愛谷川橋 ＜0.001 0.002 0.003 0.006 0.003 0.002 ＜0.001 0.002 ＜0.001 0.002
島橋 0.005 0.002 0.010 0.007 0.006 0.002 0.004 ＜0.001 0.007 0.004

みなと大橋 0.008 0.012 0.007 0.012 0.010 ＜0.001 0.003 0.003 0.011 0.005
湯本川（藤原川合流前） 0.015 0.002 0.012 0.006 0.009 0.010 0.005 0.002 0.008 0.006

矢田川（谷田川橋） 0.007 0.018 0.009 0.012 0.012 0.004 0.016 0.001 0.003 0.006
宝珠院川（藤原川合流前）＜0.001 0.022 0.015 0.145 0.046 0.003 0.009 ＜0.001 0.006 0.005

山田川合流点より上流 井戸沢橋 ＜0.001 0.003 0.004 ＜0.001 0.002 ＜0.001 0.004 ＜0.001 ＜0.001 0.002
山田川合流点より下流 鮫川橋 ＜0.001 0.014 0.002 0.014 0.008 0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.001

小塙橋 ＜0.001 0.003 0.005 0.013 0.006 0.001 0.010 0.002 0.012 0.006
蛭田橋 0.019 0.068 0.004 0.014 0.026 ＜0.001 0.006 0.005 0.029 0.010

小泉川水系 小泉川

平成１７年度全亜鉛濃度(mg/L)

５月
(６月)

８月
(９月)

１１月
(12月)

２月
(１月)

平均
既存の類型指定の水域水系

宇多川水系 宇多川

真野川水系 真野川

新田川水系 新田川

木戸川水系

請戸川水系

浅見川水系

鮫川水系 鮫川

蛭田川水系 蛭田川

浅見川

全域

水質測定地点

久慈川水系 久慈川 全域

請戸川 全域

木戸川 全域

仁井田川 全域

平成１６年度全亜鉛濃度(mg/L)

５月
(６月)

８月
(９月)

１１月
(12月)

２月
(１月)

平均

水生生物保全環境基準類型指定予定水域における全亜鉛濃度の状況

藤原川水系 藤原川 全域

全域

好間川合流点より上流

夏井川水系

好間川

好間川合流点より下流
夏井川

資料１－３
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環境基本法等（抜粋） 

 

１ 環境基本法（平成５年１１月１９日法律第９１号）（抜粋） 

 

第三節 環境基準 
 

第十六条 政府は、大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染及び騒音に係る環境上の条件について、そ
れぞれ、人の健康を保護し、及び生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準を定める
ものとする。 

２ 前項の基準が、二以上の類型を設け、かつ、それぞれの類型を当てはめる地域又は水域を指定す
べきものとして定められる場合には、その地域又は水域の指定に関する事務は、二以上の都道府県

の区域にわたる地域又は水域であって政令で定めるものにあっては政府が、それ以外の地域又は水
域にあってはその地域又は水域が属する都道府県の知事が、それぞれ行うものとする。 

３ 第一項の基準については、常に適切な科学的判断が加えられ、必要な改定がなされなければなら
ない。４ 政府は、この章に定める施策であって公害の防止に関係するもの（以下「公害の防止に

関する施策」という。）を総合的かつ有効適切に講ずることにより、第一項の基準が確保されるよ
うに努めなければならない。 

 
 

 

２ 環境基準に係る水域及び地域の指定の事務に関する政令（平成５年１１月１９日政令
第３７１号）（抜粋） 

 
（環境基本法第十六条第二項の政令で定める水域） 
第一条 環境基本法第十六条第二項の政令で定める水域は、別表に掲げる水域とする。 

 
別表（第一条関係） 

一 河川 
イ 北上川水系の北上川 

ロ 阿武隈川水系の阿武隈川 
  （略） 

ソ 阿賀野川水系の阿賀野川 
    （略） 

二 海域 
（略） 

 

 

 

 

参考資料１－１ 
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３ 水質汚濁に係る環境基準（昭和４６年１２月２８日環境庁告示第５９号）（抜粋） 

環境基本法(平成5年法律第91号)第16条による公共用水域の水質汚濁に係る環境上の条件につき人

の健康を保護し及び生活環境(同法第2条第3項で規定するものをいう。以下同じ。)を保全するうえで
維持することが望ましい基準(以下「環境基準」という。)は、次のとおりとする。 
 
第１ 環境基準 

公共用水域の水質汚濁に係る環境基準は、人の健康の保護および生活環境の保全に関し、それ
ぞれ次のとおりとする。 

 
１ 人の健康の保護に関する環境基準 

人の健康の保護に関する環境基準は、全公共用水域につき、別表１の項目の欄に掲げる項目

ごとに、同表の基準値の欄に掲げるとおりとする。 
 
別表１ 人の健康の保護に関する環境基準 （抜粋） 

項　　 目 基 準 値
カ ド ミ ウ ム 0.01mg／l 以下
全 シ ア ン 検出されないこと。

鉛 0.01mg／l 以下
六 価 ク ロ ム 0.05mg／l 以下

砒 素 0.01mg／l 以下
総 水 銀 0.0005mg／l以下

ア ル キ ル 水 銀 検出されないこと。
Ｐ Ｃ Ｂ 検出されないこと。

ジクロロメタン 0.02mg／l 以下
四 塩 化 炭 素 0.002mg／l以下

1,2-ジクロロエタン 0.004mg／l以下
1,1-ジクロロエチレン 0.02mg／l 以下

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg／l 以下
1,1,1-トリクロロエタン １mg／l 以下
1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg／l以下

トリクロロエチレン 0.03mg／l 以下
テトラクロロエチレン 0.01mg／l 以下
1,3-ジクロロプロペン 0.002mg／l以下

チ ウ ラ ム 0.006mg／l以下
シ マ ジ ン 0.003mg／l以下

チオベンカルブ 0.02mg／l 以下
ベ ン ゼ ン 0.01mg／l 以下
セ レ ン 0.01mg／l 以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg／l 以下
ふ っ 素 0.8mg／l 以下
ほ う 素 1mg／l 以下  
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２ 生活環境の保全に関する環境基準 
(１) 生活環境の保全に関する環境基準は、各公共用水域につき、別表２の水域類型の欄に掲げ
る水域類型のうち当該公共用水域が該当する水域類型ごとに、同表の基準値の欄に掲げると

おりとする。 
 

別表２ 生活環境の保全に関する環境基準  （抜粋） 
 １ 河川 

 (1) 河川（湖沼を除く。）  
    ア 

利用目的の
適 応 性 水素イオン 生物化学的 浮遊物質量 溶存酸素量

濃 度 酸素要求量

(ｐＨ) (ＢＯＤ) (ＳＳ) (ＤＯ)

水 道 １ 級 6.5以上 １mg/l 25mg/l 7.5mg/l 50MPN/ 第１の2

自然環境保全 8.5以下 以下 以下 以上 100ml以下 の(2)に
及びＡ以下の欄 より水域

に掲げるもの 類型ごと
水 道 ２ 級 6.5以上 ２mg/l 25mg/l 7.5mg/l 1,000MPN/ に指定す

水 産 １ 級 8.5以下 以下 以下 以上 100ml以下 る水域
水 浴

及びＢ以下の欄
に掲げるもの

水 道 ３ 級 6.5以上 ３mg/l 25mg/l ５mg/l 5,000MPN/
水 産 ２ 級 8.5以下 以下 以下 以上 100ml以下

及びＣ以下の欄
に掲げるもの

水 産 ３ 級 6.5以上 ５mg/l 50mg/l ５mg/l
工業用水１級 8.5以下 以下 以下 以上

及びＤ以下の欄
に掲げるもの

工業用水２級 6.0以上 ８mg/l 100mg/l ２mg/l
農 業 用 水 8.5以下 以下 以下 以上

及びＥの欄に掲
げるもの

工業用水３級 6.0以上 10mg/l ごみ等の ２mg/l
環 境 保 全 8.5以下 以下 浮遊が認 以上

められな
いこと。

（注）　１　自然環境保全：自然探勝等の環境保全

　　　　２　水道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの
　　　　　　水道２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの

　　　　　　水道３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの
　　　　３　水産１級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の

　　　　　　水産生物用
　　　　　　水産２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用

　　　　　　水産３級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用
　　　　４　工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの

　　　　　　工業用水２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの
　　　　　　工業用水３級：特殊の浄水操作を行うもの

　　　　５　環境保全：国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む。)において不快感を生じない限度

基 準 値 該当水域

大腸菌群数

ＡＡ

　　項目

類型

Ａ

Ｂ

Ｃ

－

Ｄ

－

Ｅ

－

 
 
     イ 

基準値

全亜鉛

生物特Ｂ 生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）
又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域

0.03mg/l以下

コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこれらの餌生物が生息す
る水域

0.03mg/l以下

　　　項目

類型

水生生物の生息状況の適応性 該当水域

生物Ａ イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物及びこれらの餌生物が
生息する水域

0.03mg/l以下 第１の2の
(2)により水
域類型ごと
に指定する
水域

生物特Ａ 生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）
又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域

0.03mg/l以下

生物Ｂ
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 (2)  湖沼（天然湖沼及び貯水量が1,000 万立方メートル以上であり、かつ、水の滞留時間が 

４日間以上である人工湖） 
   ア 

利用目的の
適 応 性 水素イオン 化学的 浮遊物質量 溶存酸素量

濃 度 酸素要求量
(ｐＨ) (ＣＯＤ) (ＳＳ) (ＤＯ)

水道1級 6.5以上 １mg/l １mg/l 7.5mg/l 50MPN/ 第１の2
水産1級 8.5以下 以下 以下 以上 100ml以下 の(2)に

自然環境保全 より水域
及びＡ以下の欄 類型ごと
に掲げるもの に指定す
水道２、３級 6.5以上 ３mg/l ５mg/l 7.5mg/l 1,000MPN/ る水域
水 産 ２ 級 8.5以下 以下 以下 以上 100ml以下
水浴及び

Ｂ以下の欄
に掲げるもの
水 産 ３ 級 6.5以上 ５mg/l 15mg/l ５mg/l
工業用水１級 8.5以下 以下 以下 以上

農業用水及びＣの
欄に掲げるもの
工業用水２級 6.0以上 ８mg/l ２mg/l
環 境 保 全 8.5以下 以下 以上

(注)　１ 自然環境保全： 自然探勝等の環境保全
　　　２ 水道１級： ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの
　　　　 水道２、３級： 沈殿ろ過等による通常の浄水操作、又は、前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの
      ３ 水産１級： ヒメマス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用
         水産２級： サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用
         水産３級： コイ、フナ等富栄養湖型の水域の水産生物用
      ４ 工業用水１級： 沈殿等による通常の浄水操作を行うもの
         工業用水２級： 薬品注入等による高度の浄水操作、又は、特殊な浄水操作を行うもの
      ５ 環境保全： 国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む。)において不快感を生じない限度

Ａ

Ｂ

Ｃ

－

－

ごみ等の浮遊
が認められな
いこと。

基 準 値 該当水域
大腸菌群数

ＡＡ

　　項目

類型

 
 
   イ 

利用目的の
全窒素 全燐

Ⅰ 自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの 0.1mg/l以下 0.005mg/l以下

Ⅱ
水道１、２、３級（特殊なものを除く。）

水産１種
水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの

0.2mg/l以下 0.01mg/l以下

Ⅲ 水道３級（特殊なもの）及びⅣ以下の欄に
掲げるもの

0.4mg/l以下 0.03mg/l以下

Ⅳ 水産２種及びⅤの欄に掲げるもの 0.6mg/l以下 0.05mg/l以下

Ⅴ

水産３種
工業用水
農業用水
環境保全

１mg/l以下 0.1mg/l以下

（注）１ 自然環境保全： 自然探勝等の環境保全
      ２ 水道１級： ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの
         水道２級： 沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの
         水道３級： 前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの（「特殊なもの」とは、臭気物質の除去が
                  可能な特殊な浄水操作を行うものをいう。）
      ３ 水産１種： サケ科魚類及びアユ等の水産生物用並びに水産２種及び水産３種の水産生物用
         水産２種： ワカサギ等の水産生物用及び水産３種の水産生物用
         水産３種： コイ、フナ等の水産生物用
      ４ 環境保全： 国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む。)において不快感を生じない限度

第１の２の
(２)により
水域類型毎
に指定する
水域

基 準 値 該当水域　　項目
類型

 
 
   ウ 

基準値

全亜鉛

生物特Ｂ 生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）
又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域

0.03mg/l以下

該当水域

生物Ａ イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物及びこれらの餌生物が
生息する水域

0.03mg/l以下 第１の2の
(2)により水
域類型ごと
に指定する
水域

生物特Ａ 生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）
又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域

0.03mg/l以下

生物Ｂ コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこれらの餌生物が生息す
る水域

0.03mg/l以下

　　　項目

類型

水生生物の生息状況の適応性
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２ 海域 
  ア 

利用目的の
適 応 性 水素イオン 化学的 溶存酸素量

濃 度 酸素要求量
(ｐＨ) (ＣＯＤ) (ＤＯ)

水 産 １ 級 7.8以上 ２mg/L 7.5mg/l 1,000MPN/ 検出されない 第１の2
水 浴 8.3以下 以下 以上 100mL以下 こと の(2)に

自然環境保全及 より水域
びＢ以下の欄に 類型ごと

掲げるもの に指定す
水 産 ２ 級 7.8以上 ３mg/L ５mg/L 検出されない る水域
工 業 用 水 8.3以下 以下 以上 こと

及びＣの欄に掲
げるもの

環 境 保 全 7.0以上 ８mg/L ２mg/L
8.3以下 以下 以上

（注）１ 自然環境保全： 自然探勝等の環境保全
　　　２ 水産１級： マダイ、ブリ、ワカメ等の水産生物用及び水産２級の水産生物用
　　　　 水産２級： ボラ、ノリ等の水産生物用
　　　３ 環境保全： 国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む。)において不快感を生じない限度

基 準 値 該当水域
ｎ－ヘキサン
抽出物質（油

分等）

Ａ

　　項目

類型

大腸菌群数

Ｂ

Ｃ
－－

－

 
 

 イ 
利用目的の

全窒素 全燐

Ⅰ
自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの

（水産２種及び３種を除く。） 0.2mg/l以下 0.02mg/l以下

Ⅱ
水産１種

水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの
（水産２種及び３種を除く。）

0.3mg/l以下 0.03mg/l以下

Ⅲ 水産２種及びⅣの欄に掲げるもの
（水産３種を除く。）

0.6mg/l以下 0.05mg/l以下

Ⅳ
水産３種
工業用水

生物生息環境保全

１mg/l以下 0.09mg/l以下

（注）１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全
　　　２ 水産１種：底生魚介類を含め多様な水産生物がバランス良く、かつ、安定して漁獲される
　　　　 水産２種：一部の底生魚介類を除き、魚類を中心とした水産生物が多獲される
         水産３種：汚濁に強い特定の水産生物が主に漁獲される
      ３ 生物生息環境保全：年間を通して底生生物が生息できる限度

第１の２の
(２)により
水域類型毎
に指定する
水域

基 準 値 該当水域　　項目
類型

 
 
  ウ 

基準値

全亜鉛

　　　項目

類型

水生生物の生息状況の適応性 該当水域

生物Ａ 水生生物の生息する水域 0.02mg/l以下 第１の2の
(2)により水
域類型ごと
に指定する
水域

生物特Ａ 生物Ａの水域のうち、水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場
として特に保全が必要な水域

0.01mg/l以下
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水生生物に係る水質環境基準の設定の背景

環境基本計画( )における記述H12.12

○持続可能な社会の構築に向けた環境政策の基本的考え方の一つとして 「生態系の価値を踏ま、
えた環境政策の展開」が新たに提示【第２部第２節１の(２)】

○各種環境保全施策の具体的展開のための戦略的プログラムの中で 「環境保全上健全な水循環、
水生生物への影響にも留意した環境基準の検討の必要性が指摘の確保に向けた取組」として、

【第３部第１章第４節】

環境省における検討経過（平成１１～１５年度）

平成１１～１２年度 「有害物質による水生生物影響検討会」おいて、水質目標の予備的検討
を行い、中間報告として８１の優先検討物質を選定。

平成１３～１４年度 「水生生物保全水質検討会」において、基本的考え方、水質目標値の導
出手順等を整理し、９物質の目標値を導出。

平成１４年１１月～１５年９月 中央環境審議会において審議し、答申を取りまとめ。

《 》 《 》水生生物への有害性の視点 水生生物への暴露の視点
法令等による規制物質 ・製造、使用、輸入量が多い物質・
有害である可能性がある物質 ・水環境において検出されている物質・

中央環境審議会答申の主な内容

◎化学物質による水生生物への影響
環境水中の金属や化学物質濃度が高い場合には水生生物に影響が表れていることを明示してい

るものが見られ、水生生物の生息も含めた健全な水環境の保全のためには、被害防止の観点及び
水環境の生物多様性の確保という観点のもと、目指すべき保全の水準を適切に管理していくこと
が必要。

◎水質目標の水準
公共用水域における水生生物の生息の確保という観点から世代交代が適切に行われるよう、水

生生物の個体群レベルでの存続への影響を防止するということが必要であることから、特に感受
性の高い生物個体の保護まで考慮せず、集団の維持を可能とするレベルで設定

◎目標値の設定等
・淡水域は、河川と湖沼を区分せず水温を因子として２区分、海域は１区分。なお、両域とも

産卵場、生育場についてはより厳しい目標を設定。
・目標値は、慢性影響の観点から、魚介類と餌生物の最終慢性毒性値のうち小さい方を設定。
・優先検討対象物質の中から８物質について目標値が導出したが、全国の環境水の測定結果、測

全亜鉛を「環境基準項目 、クロロホルム、フェノール、ホルムア定技術などの検証を行い、 」
を得た。ルデヒドを「要監視項目」とする結論

国（環境省）と本県の対応

環境省 ○平成１５年１１月５日 環境省が水生生物保全環境基準として全亜鉛を設定。
○平成１７年２月～ 国が類型指定する水域について、数水域ごとに検討を開始
○平成１８年６月３０日 環境省が「水域類型指定の処理基準」を改訂

本 県 ◎平成１６年度～ 県内河川の亜鉛の測定、河川情報の収集等
◎平成１８年１２月 県内１５水域（河川）の類型指定を諮問

２６物質
を選定・
検討
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亜鉛（Ｚｎ）に関する情報

１ 性状
・一般特性 ： 無臭の灰色～青色の金属

・物理特性 ： 比重 ７．１４ 、 融点 ４１９℃
２ 環境中での挙動

・亜鉛は硫化鉱などの鉱物として産出され、地殻中には、０．０４g/kg含有。
・水中では、水溶性の亜鉛イオンとして存在するが、非水溶性の亜鉛化合物として底

泥にも含まれる。
３ 主な用途

・亜 鉛 ：亜鉛鉄板、黄銅、タイヤの加硫促進剤など
・塩化亜鉛 ：マンガン電池、染料・農薬の合成、メッキ・金属表面の洗浄など

・硫酸亜鉛 ：レーヨンの製造、農薬(ボルドー液)、点眼薬など
４ 主な排出源

◎ 生活系排水
食品(牡蛎、小麦胚芽、ココア、緑茶など)や、日焼け止め、シャンプーなどの日用

品に含まれ、生活雑排水(処理前)に０．０８mg/l程度含まれる。
◎ 工場・事業場系排水（自治体の立入調査結果・放流水の水質）

様々な業種から排出されており 比較的高濃度で排出されている金属製品製造業 亜、 （
鉛メッキ、金属の表面処理後の洗浄水など）では平均２mg/l程度、これ以外の製造業

や化学工業では平均０．５mg/l程度となっている。
◎ 非特定汚染源 道路の路面排水（初期降雨時：０．７mg/l程度）・・・

（２００４年度ＰＲＴＲデータ）５ 環境への排出量
約１，３００ｔ（公共用水域73%、大気4%他 （下水道54%、金属鉱業20%他））

６ 公共用水域での水質汚濁の状況(環境省調べ）
1991年から10年間の都道府県の公共用水域常時監視データ等から、亜鉛の環境基準値

（陸域０．０３mg/l、海域０．０２mg/l）の超過が複数年(10年間で２回)確認された地
点は、陸域で４４６／３０２４地点(１５％)、海域で５４／６８３地点(８％)。

７ 健康影響
人の必須元素で、食事摂取基準は男９mg/日、女７mg/日、上限値３０mg/日。欠乏す

ると、食欲不振、皮膚障害などが、過剰摂取は必須元素の銅の吸収阻害、HDLコレステ

ロールの低下などが生ずる。
８ 生態影響（淡水域）

・急性毒性 ：イワナ類960μg/l(14日間LC50)、ニジマス410μg/l(同)
・慢性毒性 ：ヒラタカゲロウ類30μg/l(４週間NOEC成長低下)

・宮城県調査 ：比較的高濃度の亜鉛とカドミニウムが検出された地点では、単位面積
あたりの底生動物の総個体数・主要出現種の個体数が対照地点の１／４以下。

（参考文献）

・中央環境審議会「水性生物の保全に係る排水規制等の在り方について」

・化学物質ファクトシート2005年度版（環境省環境安全課）

・国立循環器センターＨＰの「食事について」 など
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